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「「「「復興計画復興計画復興計画復興計画のののの意義意義意義意義」」」」                自自自自らのらのらのらの手手手手によるによるによるによる復興計画復興計画復興計画復興計画（（（（そのそのそのその１１１１））））    

大規模災害においては、被災地における復興への取り組みを明確にするために、多くの被災自治体が「復興計画」

を策定します。栗原市においても、市長が震災から６カ月目の１２月１４日の新聞紙上で、本年度内（３月まで）に市と

しての復興計画を策定するとの意向を表明しました。一方で、昨年１１月から宮城県社会福祉協議会と市社会福祉協

議会の呼びかけで、くりこま耕英・花山の両震災復興の会役員による復興についての意見交換会が継続して開催さ

れており、その中で、両復興の会として将来の復興ビジョンや必要な取り組みを明確にするため、被災者主体の「復

興計画」を策定しようと、現在鋭意取り組みが進められています。一般的な復興計画は、災害復旧関連工事の対応や

被災地域の将来のまちづくりの方向性（ビジョン）を提示するもので、議会や市民への説明資料として、また国・県に

対して具体的に取り組む事業内容を説明するためのヒヤリング資料として、そし

て、市内部（職員）もその計画に基づき、事業の年次計画や予算措置等を進める

ための基礎資料として利用されています。「基本目標」や「施策とその必要性」な

どを市民や関係者等にわかりやすく示すことにより、復興に対する市全体での意

思統一を図るとともに、個別具体の復興事業への理解と協力を促すためのもの

です。 

しかし、そこで課題となるのは、ややもすれば行政（市）側の視点中心の計画と

なり、もう一方の復興の担い手であり主役である「被災者の視点」が薄くなる、場合によっては財政的制約から災害関

連予算で手当てできないものについては、ほとんど反映されなくなる懸念があることです。国が示している手引き等に

おいても、被災者視点の必要性に触れてはいるものの、その記載表現からは重要性が伝わりにくく、事務手続き的に

意見を反映させる機会を持つことというように受け取れます。しかしながら、道路等のインフラ（社会基盤）整備の主体

は行政側の県と市ですが、被災地の生活再建の主体はあくまでも被災者である住民の皆さんです。そのため、被災

者である住民の皆さんの復興への取り組みの考え方を明確にすることが必要です。被災者の方々にとって、まずは

短期的な目標である「生活の再建」のために、今何が課題であり、その解決のために自分達はどのような取り組みを

進め、またどのような支援を必要としているのか。そして、地域コミュニティの維持向上や将来の地域振興を目指すた

めに、中長期的にどのような取り組みが望まれるのか。道路や施設整備を中心としたハード事業だけでなく、むしろソ

フト事業を重視した総合的なまちづくりを進めるための考え方、被災者の方々の復興に対する強い思いを取りまとめ

たものが、被災者が自らつくる「復興計画」なのです。 

復興計画の取りまとめには２つの面があります。１つは行政側がとりまとめ

る復興計画とのすり合わせの中で、被災者側が必要であると考える必要な事業

等を示し、その取り組みを働きかけていくこと、いわば「実効性の確保」です。そ

して、もう一つは被災者の皆さんが共有する将来にわたる「自らの取り組み目

標」となることです。これから山に帰り、生業を再開し、生活を再建させて安心し

て豊かな生活を送れるようになるまでには、被災者の方々自らの積極的な取り
大場さん・木村氏・青木さん 



組みが不可欠です。その際に被災者の皆さんの向いている方向がバラバラでは地域としての取り組みにはなりませ

ん。同じ意識を共有して同じ目標に向けて取り組んでいくことが必要です。そのためにも、他人任せではなく自らの取

り組みとしての内容検討が重要となります。 

現在、社会安全研究所の木村拓郎氏をアドバイザーとして、２月末までの計画策定に向けて、限られた時間の中

で懸命の作業が進められています。役員の皆さんの負担も非常に大きなものとな

っていますが、被災者の方々の意見を集約し、形だけではなく、想いと願いが込

められた復興計画が取りまとめられることを心待ちにしています。(君嶋) 

復興の会主催懇親会 
１月１８日（日）耕英地区の新年会が栗原市金成の温泉施設「金成延年閣」で

開催されました。私達も招待していただき、耕英地区の方々と楽しいひとときを過

ごすことができました。温泉に入っての～んびり。美味しいごちそうにニッコリ。話し

に花が咲きあちこちで笑い声が聞こえていました。「笑うのはいいんだよ。笑うとシワ

がなくなるんだよ！」と言ってまたまた大笑い。悔しいことがいっぱいあって、泣きな

がら私達に訴えていたおばさんも少しずつ少しずつ元気を取り戻しているようなので、

私も嬉しくなりました。おばさんに教えていただいた「大根のしょうゆ漬け」。さっそく

挑戦してみました。パリパリしてとっても美味しい大根漬けが出来上がりあっという

間になくなりました。耕英の大根で作ったらもっと美味しいんだろうな・・・？「やっぱり

山はいいなぁ～！」「山から見える夜景は最高だよ！１００万ドルなんてもんじゃない。

天気が良ければ仙台の夜景まで見えるんだよ・・・」私のなかで最高の夜景を想像し

ていると、「御来光もきれいなんだ。太陽が海から上がるのが見えてね。水面がキラ

キラ光って見えるんだよ・・・」 雪が解け、山に帰ることができる日が待ち遠しいです

ね。 （ハートネットふくしま 中村） 

緊急緊急緊急緊急のののの課題課題課題課題「「「「 」」」」    
大寒を迎え、栗駒山は一面が雪に包まれています。標高が４００ｍから６

００ｍ超の高地にある耕英地区も本格的な雪の季節となり、大量の雪にすっ

ぽりと覆われています。道路については常時除雪がなされていますが、避難

指示による住む人のいない家屋は、例年以上の雪が屋根に積もっています。

住む人がいれば家屋内で暖房するために温度が上がり融雪効果もあります

が、住む人がいない家屋は冷え切って屋根の上の積雪量が増えるのだそうです。また、山に常時住んでいるわけで

はないため、大規模イチゴ農家では、除雪作業時間が限定されて十分な対応が困難となっています。４年３か月前の

中越地震被災地では、その冬の豪雪により地震被災では一部損壊で留まった家屋が雪の重みで倒壊してしまった事

例も数多く発生しました。避難生活を余儀なくされている被災者の皆さんの不安を取り除くため、昨年１１月に家屋の

雪囲いを実施しましたが、地震で損壊した家のみならず、地震に耐えた家もこの雪に耐えられるか、被災者の方々の

不安は募る一方です。また、大規模イチゴ農家の経営維持のためにも、除雪は緊急の課題です。それらの対策として、

市や社会福祉協議会等での早期の検討も期待したいところです。（なお、ボランティアが雪おろしを行うには大きな危

険が伴うため、経験者によるきちんとした指導と十分な安全確保が必要です。）  ※雪おろし支援募金を募集します。

皆様のご支援をお願いいたします。 
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郵便振替 00360-4-38111 名義：とちぎボランティアネットワーク ※通信欄に「くりこま」と明記して下さい。 

百笑ケンさんブログより 

3 世の皆さんの報告 

大場会長の挨拶 

カンパーイ！ 


